
 103 

 
 

陽
明
文
庫
蔵
『
内
外
口
伝
哥
』 

 
 
 

 
 

—
徳
大
寺
家
の
古
今
伝
受
資
料
— 

 

小 

髙 

道 

子 
 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド 

内
外
口
伝
哥
・
宗
祇
流
・
陽
明
文
庫
・
徳
大
寺
家
・
古
今
伝
受 

  

新
井
栄
蔵
氏
が
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
を
『
古
秘
抄
別
本
』
と
し
て
紹
介
し
て

宗
祇
流
「
裏
説
」
に
つ
い
て
論
じ
て
か
ら

（
１
）

、『
古
秘
抄
』
に
含
ま
れ
る
「
内
外
表
裏
事
」

は
宗
祇
流
「
裏
説
」
を
論
じ
る
際
の
基
本
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

宗
祇
を
直
接
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
と
『
古
秘
抄
』
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の

内
容
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る

（
２
）

。
そ
し
て
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
の
成
立

を
考
察
す
る
と
、
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
古
く
か
ら
近
衞
家
に

伝
来
し
た
の
で
は
な
く
、
後
西
院
の
所
蔵
す
る
写
本
を
近
衞
基
熈
が
書
写
し
た
書
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
る
と
『
古
秘
抄
』
と
宗
祇
の
関
係
を
示
す
根
拠
は
な
く
な

る
。
同
書
に
含
ま
れ
て
い
る
「
内
外
表
裏
事
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 

「
内
外
表
裏
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
和
歌
が
『
内
外
口
伝
哥
』
と
一
致
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
新
井
栄
蔵
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
新
井
氏
は
『
内
外
口
伝
哥
』
に
つ

い
て
、「
こ
こ
に
取
上
げ
た
「
古
秘
抄
別
本
」
の
よ
う
に
、
ま
ず
「
内
外
表
裏
事
」
を

い
う
切
紙
が
あ
り
、
つ
い
で
そ
の
「
表
裏
」
を
注
し
た
二
十
四
首
、
そ
の
「
内
外
」

を
注
し
た
二
首
が
続
く
形
の
も
の
が
最
も
よ
く
原
口
伝
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と

推
定
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
祇
を
直
接
継
承
す

る
古
今
伝
受
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
切
紙
に
は
「
内
外
表
裏
事
」
は
み
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
陽
明
文
庫
蔵
の
『
内
外
口
伝
哥
』
を
検
討
す
る
事
に
よ
り
、
古
今
伝
受
と

『
内
外
口
伝
哥
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。 

 

一 

徳
大
寺
家
の
古
今
伝
受 

  
三
条
西
実
隆
が
徳
大
寺
実
淳
に
古
今
伝
受
の
切
紙
を
相
伝
し
た
時
の
書
状
が
、
柴

田
光
彦
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。
そ
の
書
状
に
「
相
残
切
帋
十
三
写
進
上
候
」

「
内
外
口
伝
歌
一
帋
注
出
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
隆
は
実
淳
に
古
今
「
切
紙
十

三
紙
」
と
『
内
外
口
伝
哥
』
と
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
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相
残
切
帋
十
三
写
進
上
候 

 
残
十
三
通
事
、
雖
無
益
候
、
仰
事
候
間
、
何
様
可 

 

調
進
候
（
二
月
七
日
） 

〈
兼
又
内
外
口
伝
歌
一
帋
注
出
候
、
こ
れ
ハ
無
別
事
候
、
裏
の
説
共
あ
る
歌
と

又
風
躰
必
可
存
知
歌
と
其
表
裏
を
申
候
ニ
て
候
、
談
義
之
時
裏
之
説
及
候
ヘ
ハ
、

別
の
子
細
な
き
事
ニ
て
候
、
以
前
御
尋
候
し
宇
治
山
の
歌
ハ
此
内
ニ
ハ
入
候
ハ

ぬ
彼
歌
之
類
、
又
裏
の
説
を
本
と
し
た
る
歌
共
候
、
そ
れ
ハ
此
二
十
四
首
ニ
て

則
御
心
得
あ
る
へ
き
事
候
、
〉 

  

こ
の
時
実
淳
に
与
え
ら
れ
た
古
今
伝
受
資
料
の
一
部
が
近
衞
基
熈
に
よ
り
書
写
さ

れ
陽
明
文
庫
に
伝
わ
る
。『
古
今
伝
授
切
紙
』（
二-
二-
一
）
と
す
る
一
包
十
一
通
で
、

包
紙
に
近
衞
基
熈
筆
で
徳
大
寺
前
左
大
臣
公
信
か
ら
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。 

 

徳
大
寺
前
左
府
公
信
公
進
上
之
古
今
之
事 

 
 

 

十
一
通 

 

寛
文
十
二
年
五
月
十
一
日 

  

そ
し
て
原
包
紙
の
写
の
端
書
に
「
前
内
府
切
紙 

禅
閤
ニ
相
伝
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
隆
か
ら
実
淳
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
切
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

原
包
紙
写
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
条
家 

 
 

 
 

 

十
三
通 

同
説
東
相
伝
分 

 
 

十
一
通
短 

内
外
口
伝
和
哥 

 
 

一
通 

 
 

家
君
御
相
伝
分
也 

  

切
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
の
包
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
切
紙
自
体
は
伝
わ
ら

な
い
た
め
、
切
紙
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
二
条
家 

十
三
通
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
隆
の
書
状
に
あ
る
「
相
残
切
帋
十
三
写
進
上
候
」
は
、
二
条

家
の
切
紙
十
三
通
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
『
内
外

口
伝
哥
』
一
巻
が
陽
明
文
庫
に
伝
わ
る
。
巻
頭
書
入
と
奥
書
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
巻
頭
書
入
） 

内
外
ヲ
ハ
古
今
ニ
ア
ツ
ル
也
、
内
古
外
今
也
、
表
裏
同
也
、
内
外
ノ
道
ヲ
ア
ツ

ム
ル
ヲ
集
ト
云
義
也 

朱
点
ハ
両
風
躰
可
然
を
い
た
す
哥
也 

（
奥
書
） 

内
外
口
伝
以
宗
祇
法
師
本
書
写
也
（
件
一
巻
常
縁
自
筆
）
堅
可
禁
外
見
者
也 

 
 

永
正
七
年
十
一
月
二
十
八
日 

 

前
関
老
人
判 

  

内
容
は
『
古
今
和
歌
集
』
59
か
ら
1096
ま
で
の
24
首
に
つ
い
て
、
和
歌
の
一
部
を

記
し
て
注
を
付
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
注
の
内
容
は
『
内
外
表
裏
事
』
の
う
ち
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の
和
歌
と
注
と
を
記
し
た
部
分
の
注
と
一
致
す
る

（
４
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
内
外
表
裏
事
』

の
う
ち
の
和
歌
と
注
と
を
記
し
た
部
分
は
、
実
隆
が
実
淳
に
『
内
外
口
伝
哥
』
を
与

え
た
時
点
で
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
隆
か

ら
三
条
西
家
を
経
て
実
枝
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
細
川
幽
斎
は
、
注
を
付
さ
な
い

和
歌
の
み
の
『
内
外
口
伝
哥
』
を
、
古
今
伝
受
終
了
後
、
自
ら
書
写
し
て
い
る
。
す

る
と
宗
祇
が
書
写
し
た
常
縁
自
筆
の
『
内
外
口
伝
哥
』
は
和
歌
の
み
で
あ
っ
て
、
し

か
も
弟
子
が
師
の
本
を
借
り
て
書
写
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
実
隆
の
書
状
に
「
談

義
之
時
裏
之
説
及
候
ヘ
ハ
、
別
の
子
細
な
き
事
ニ
て
候
」
と
あ
る
通
り
、
古
今
伝
受

の
講
釈
を
聴
い
て
理
解
で
き
れ
ば
、
注
は
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
内
外
口

伝
哥
』
は
、
古
今
切
紙
と
同
様
に
、
重
要
な
秘
伝
と
し
て
、
古
今
伝
受
に
お
い
て
継

承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
実
隆
は
実
淳
に
、
注
を
付
し
た
『
内
外
口
伝
哥
』
を
与
え
た
と

推
定
さ
れ
る
。
実
隆
は
書
状
に
「
談
義
之
時
裏
之
説
及
候
ヘ
ハ
、
別
の
子
細
な
き
事

ニ
て
候
」
と
記
す
一
方
で
、
実
淳
に
与
え
る
際
に
は
注
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
で
は
、
注
が
付
さ
れ
た
『
内
外
口
伝
哥
』
に
さ
ら

に
「
内
外
表
裏
事
」
の
切
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。『
古
秘
抄
』
の
伝
来
が
後
西
院
の
時

代
に
ま
で
し
か
確
実
に
は
遡
れ
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、『
内
外
口
伝
哥
』
に
切
紙
が

付
さ
れ
た
の
は
、
注
が
付
さ
れ
た
よ
り
も
更
に
後
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。 

 

新
井
氏
は
『
内
外
口
伝
哥
』
に
つ
い
て
、
注
の
な
い
も
の
と
注
が
あ
る
も
の
、
そ

し
て
切
紙
が
付
さ
れ
た
も
の
の
三
種
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
切
紙
が
付
さ
れ
た

も
の
が
古
来
の
形
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
内
外
口
伝
哥
』
は
、
「
「
内

外
表
裏
事
」
の
切
紙
と
、
表
裏
口
伝
を
付
す
る
証
歌
二
四
首
お
よ
び
内
外
口
伝
を
府

す
る
証
歌
二
首
か
ら
成
る
切
紙
と
で
一
セ
ッ
ト
を
成
す
。
」
と
さ
れ
た
。 

 

宗
祇
流
古
今
伝
授
の
一
。「
内
外
表
裏
事
」
の
切
紙
と
、
表
裏
口
伝
を
付
す
る
証

歌
二
四
首
お
よ
び
内
外
口
伝
を
府
す
る
証
歌
二
首
か
ら
成
る
切
紙
と
で
一
セ
ッ

ト
を
成
す
。
伝
本
は
、
全
文
を
収
め
る
古
秘
抄
別
本
（
陽
明
文
庫
）
系
統
、
口

伝
と
証
歌
を
収
め
る
古
今
伝
授
切
紙
口
伝
条
々
（
祐
徳
文
庫
）
系
統
、
証
歌
の

み
を
抄
出
し
た
内
外
口
伝
歌
共
（
書
陵
部
）
系
統
の
三
系
統
が
あ
る
。
古
今
伝

授
に
お
け
る
裏
説
の
意
義
・
実
態
を
知
る
必
須
の
文
献
で
あ
る
。
（
『
和
歌
大
辞

典
』
） 

  

陽
明
文
庫
蔵
『
内
外
口
伝
哥
』
が
、
三
条
西
実
隆
か
ら
徳
大
寺
実
淳
に
与
え
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
注
は
付
さ
れ
て
い
た
も
の
の
切
紙
は
付
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、『
内
外
口
伝
哥
』
は
、
常
縁
自
筆
と
し
て
宗
祇
が
所
持
す
る
本
を
実
隆
が

書
写
し
た
時
点
で
は
和
歌
の
み
で
あ
り
、
実
隆
が
実
淳
に
与
え
る
時
に
注
を
付
し
た
。

そ
し
て
、
近
世
に
入
り
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
に
収
め
ら
れ
た
時
に
は
切
紙
が
付

さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。
注
の
内
容
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。 

 

注 （
１
）「
宗
祇
流
の
古
今
集
注
釈
に
お
け
る
「
裏
説
」
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
史
私
稿

―
」（
『
文
学
』
昭
54
・
７
）
、「
古
秘
抄
別
本
」
の
諸
本
と
そ
の
三
木
三
鳥
の

伝
と
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
史
私
稿
―
」（
『
和
歌
文
学
研
究
』
昭
52
・
３
）
、

「
〈
影
印
〉
陽
明
文
庫
蔵
古
秘
抄
―
別
本
」
（
『
叙
説
』
昭
54
・
10
） 
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（
２
）
小
髙
「
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
ー
切
紙
に
付
さ
れ
た
漢
数
字
ー
」

（
『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
平
29
・
10
）
、
「
宗
祇
を
継
承
す
る
古

今
切
紙
と
『
古
秘
抄
別
本
』
」
（
『
同
』
平
30
・
３
）
、
「
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘

抄
』
と
近
衞
流
」
（
『
同
』
平
30
・
10
） 

（
３
）
柴
田
光
彦
「
三
条
西
実
隆
の
書
状
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀

要
』
昭
58
・
８
） 

（
４
）『
古
秘
抄
』
の
「
内
外
表
裏
事
」
に
み
ら
れ
る
『
内
外
口
伝
哥
』
の
注
は
、「
「
内

外
表
裏
事
」（
『
古
秘
抄
別
本
』
）
と
『
内
外
口
伝
歌
共
』
」（
『
同
』
平
30
・
３
）

に
翻
刻
し
た
。 

 

付
記 

 

陽
明
文
庫
蔵
資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
氏
に
御
指
導
・
御

高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
二
〇
一
八
年
三
月
二
十

五
日
に
開
催
さ
れ
た
陽
明
文
庫
古
典
資
料
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
し

て
い
る
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
種
々
御
教
示
を
賜
っ
た
名
和
修
氏
を
は

じ
め
会
員
各
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。 
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